
＜様式１＞

平成　29年　09月　04日

国土交通大臣　　殿

※）

【平成２９年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 木×楽×匠×家

グループの名称 かが・のと「伝統×未来」の家を創る会

04-0530-0347

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 田中　懸二 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

（グループ事務局）

事務局事業者名

石川県白山市水島町879番1

076-277-2252

924-0855

事務局担当者名

076-277-2370

miyauchi@asahimokuzai.com

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

株式会社たくみ工務店

石川県金沢市八日市出町798番地

076-240-0171

あさひ木材株式会社

宮内　太朗 印



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

□ 3
□ 3
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2

1

全国

全国

全国

国内

国外

国外

国内

国内

国内

合法木材証明制度を利用する

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する

SGEC認証制度を利用する

FSC認証制度を利用する

FIPC認証制度を利用する

全国

国外

国外

2013

株式会社たくみ工務店

宮内　太朗

924-0855

石川県白山市水島町879番1

076-277-2252

076-277-2370

木×楽×匠×家

かが・のと「伝統×未来」の家を創る会

04-0530-0347

石川県

田中　懸二

石川県金沢市八日市出町798番地

076-240-0171

あさひ木材株式会社

6

miyauchi@asahimokuzai.com

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

3

2

26

1

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

0

3

国内・国外

石川県産材 県産材産地及び合法木材証明制

1

地域材の産地

          

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

対象となる地域材の名称

石川県 国内



3 戸

3 戸

0 戸

3 戸

3 戸

0 戸

1 戸

1 戸

0 戸

3 戸

3 戸

0 戸

10 戸

10 戸

0 戸

9 戸

9 戸

0 戸

8 戸

8 戸

0 戸

5 戸

5 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

0 棟

0 ㎡

0 棟

0 ㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

1 戸 1 戸 1 戸

0 戸 0 戸 0 戸

4 戸 4 戸 3 戸

0 戸 0 戸 0 戸

2 戸 2 戸 2 戸

0 戸 0 戸 0 戸

1 戸 1 戸 1 戸

0 戸 0 戸 0 戸

0 棟 0 棟 0 戸

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

交付申請戸数

補正予算　採択戸数

完了実績（竣工予定含む）棟数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

補正予算　採択戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択床面積 交付申請床面積

当初予算　 　採択棟数 交付申請戸数

交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

第一回採択結果の戸数については、公印が押された確認申請書副本同等のものを添付することを申込条件とし、申し込みのあった住宅で抽選し配分する。追加採択分
に対しては、配分希望者優先とする。

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

経験工務店（4戸（8戸）以上）による申請戸数

申請が確実（上限150万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

申請が未確定（上限150万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

申請が確実（上限100万円）

長寿命型（長期優良住宅）

経験工務店による申請戸数

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請 上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

申請が確実（上限165万円）

申請が未確定（上限165万円）

 Ｂ．平成２９年度における補助対象の木

造住宅

      の申請要望戸数、地域材加算要望戸

数、

      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

E．平成２８年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

C．平成２９年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

長寿命型（長期優良住宅）

未経験工務店による申請戸数

高度省エネ型
（認定低炭素住宅）の申請戸数

高度省エネ型
（性能向上計画認定住宅）の申請戸数

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

未経験工務店（4戸（8戸）未満）による申請戸数

申請が未確定（上限100万円）

優良建築物の申請棟数

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が未確定

申請が確実 



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

17 Ⅰ - 11 石川県森林組合連合会 920-0209

17 Ⅰ - 12 かが森林組合 923-0181

17 Ⅰ - 13 協同組合能登木材総合センター 927-0023

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

電話番号

076-237-0121石川県金沢市東蚊爪町一丁目23番地1

構成員
番号

所在地

石川県小松市長谷町ヨ244番地 0761-46-1341

石川県鳳珠郡穴水町麦ケ浦17-6-1 0768-52-3388

Ⅰ．原木供給



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

17 Ⅱ - 14 株式会社角永商店 920-2126

17 Ⅱ - 15 小松製材所 929-2377

29 Ⅱ - 16 谷一木材株式会社 633-0091

17 Ⅱ - 17 株式会社中東 923-1201

17 Ⅱ - 18 南加賀木材協同組合 923-0336

17 Ⅱ - 19 株式会社山儀製材所 928-0062

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

石川県白山市鶴来新町ソ25番地 076-272-1221

0768-22-0760

石川県輪島市三井町漆原松中26番甲地 0768-26-1234

奈良県桜井市桜井239番地

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

石川県能美市岩内町ヤ1-9 0761-51-6565

石川県小松市那谷町金1番地 0761-65-3900

石川県輪島市堀町2の38番地

0743-67-0126



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

17 Ⅲ - 20 コーケン株式会社 920-0062

17 Ⅲ - 23 あさひ木材株式会社 924-0855

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

石川県金沢市割出町701番地の1 076-237-2667

石川県白山市水島町879番地1 076-277-2252

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

17 Ⅳ - 23 あさひ木材株式会社 924-0855

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

石川県白山市水島町879番地1 076-277-2252



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

17 Ⅴ - 21 IMSアソシエーツ株式会社 920-0841 ○

13 Ⅴ - 22 株式会社アルファフォーラム 101-0053 ○

17 Ⅴ - 31 Hamamoto建築研究室 920-0269 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

東京都千代田区神田美土代町11-8 03-6273-7236

石川県河北郡内灘町白帆台2丁目34番地 076-286-3165

石川県金沢市浅野本町ロ150番地1 076-251-5020

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

17 Ⅵ - 1 43469 株式会社　たくみ工務店 921-8063 ○

17 Ⅵ - 2 43373 株式会社　セイダイ 920-8205 ○

17 Ⅵ - 3 43479 藤田建設　株式会社 929-0201 ○

17 Ⅵ - 4 43315 有限会社　角谷建設 929-0103 ○

17 Ⅵ - 5 43319 有限会社　永大ホーム 924-0819 ○

17 Ⅵ - 6 43470 有限会社　三田住工房 921-8112 ○

17 Ⅵ - 7 43401 株式会社玉家建設 921-8011 ○

17 Ⅵ - 8 43324 株式会社　北国住研 924-0014 ○

17 Ⅵ - 9 43480 有限会社　道越設備工業 929-0214 ○

17 Ⅵ - 10 43468 株式会社我が家 921-8831 ○

17 Ⅵ - 24 43388 株式会社　創 921-8848 ○

17 Ⅵ - 25 43525 有限会社　濱田工務店 920-0356 ○

17 Ⅵ - 26 43459 株式会社ナカムラ 929-0113 ○

17 Ⅵ - 27 43499 有限会社　北出木材工業 922-0424 ○

17 Ⅵ - 28 43407 有限会社　西建設 929-1176 ○

17 Ⅵ - 29 43428 そでの建設株式会社 920-8001 ○

17 Ⅵ - 30 43351 株式会社済田工務店 920-2132 ○

17 Ⅵ - 32 株式会社大誠 920-0271 ○

17 Ⅵ - 33 43482 株式会社　ココ地建 924-0867 ○

17 Ⅵ - 35 43485 株式会社　ケィ．サービス 920-2133 ○

17 Ⅵ - 36 43337 株式会社　元木 920-0211 ○

17 Ⅵ - 37 43297 安藤建築事務所 920-0341 ○

17 Ⅵ - 38 43295 株式会社　清建 929-0217 ○

17 Ⅵ - 39 43457 有限会社　中西工務店 923-1274 ○

17 Ⅵ - 40 43438 株式会社作造 921-8065 ○

17 Ⅵ - 41 43341 株式会社クリエイション江口 923-0919 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号
省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 26 ○ ○

石川県金沢市八日市出町７９５番地 076-240-0171

石川県金沢市大友１丁目１００番地 076-254-5510

石川県白山市鹿島町５５６番地４ 076-278-4661

石川県能美市五間堂町丁１２４ 0761-55-2188

石川県白山市青葉台１－５ 076-276-3766

石川県金沢市長坂３丁目３－２１ 076-280-3393

石川県金沢市入江３丁目２９ 076-291-3411

石川県白山市五歩市町４８５番地２ 076-276-5251

石川県白山市長屋町イ３０番地１ 076-278-6602

石川県野々市市下林４丁目５６５－１ 076-248-4316

石川県野々市市柳町１１３番地 076-272-8468

石川県金沢市専光寺町ワ５６－１ 076-266-1212

石川県能美市大成町三丁目２４番地 0761-55-1234

石川県加賀市小菅波町１丁目１５４番地 0761-72-0212

石川県かほく市外日角ニ２６－３２ 076-283-2843

石川県金沢市高畠１丁目２１１ 076-291-4322

石川県白山市明島町春８９番地 076-273-2660

石川県河北郡内灘町鶴ケ丘3丁目138-42 076-286-2591

石川県白山市茶屋２丁目１１４番地１ 076-276-8200

石川県白山市鶴来大国町ホ３１番地甲 076-273-1011

石川県金沢市湊１丁目９３－１０ 076-238-4200

石川県金沢市寺中町へ45 076-209-6682

石川県白山市湊町乙４３番地 076-278-6112

石川県能美郡川北町字田子島へ３番地の１ 076-277-2453

石川県金沢市上荒屋７丁目１２ 076-256-3518

石川県小松市殿町２丁目６６番地 0761-24-0018



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

○ ○

17 Ⅵ - 1 43469 株式会社　たくみ工務店 18 戸 18 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

17 Ⅵ - 2 43373 株式会社　セイダイ 37 戸 31 戸 0 戸 0 戸 3 戸 2 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

17 Ⅵ - 3 43479 藤田建設　株式会社 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 4 43315 有限会社　角谷建設 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 5 43319 有限会社　永大ホーム 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

17 Ⅵ - 6 43470 有限会社　三田住工房 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 7 43401 株式会社玉家建設 96 戸 92 戸 95 戸 90 戸 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

17 Ⅵ - 8 43324 株式会社　北国住研 8 戸 9 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

17 Ⅵ - 9 43480 有限会社　道越設備工業 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 10 43468 株式会社我が家 9 戸 9 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 24 43388 株式会社　創 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 25 43525 有限会社　濱田工務店 6 戸 4 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 26 43459 株式会社ナカムラ 3 戸 4 戸 0 戸 1 戸 1 戸 1 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

17 Ⅵ - 27 43499 有限会社　北出木材工業 13 戸 14 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 28 43407 有限会社　西建設 3 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

17 Ⅵ - 29 43428 そでの建設株式会社 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 30 43351 株式会社済田工務店 15 戸 11 戸 1 戸 1 戸 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

17 Ⅵ - 32 株式会社大誠 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 33 43482 株式会社　ココ地建 13 戸 14 戸 1 戸 1 戸 2 戸 2 戸 1 戸 1 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

17 Ⅵ - 35 43485 株式会社　ケィ．サービス 3 戸 4 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 36 43337 株式会社　元木 3 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○

17 Ⅵ - 37 43297 安藤建築事務所 6 戸 5 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

17 Ⅵ - 38 43295 株式会社　清建 3 戸 4 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 39 43457 有限会社　中西工務店 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

17 Ⅵ - 40 43438 株式会社作造 31 戸 33 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ ○ ○

17 Ⅵ - 41 43341 株式会社クリエイション江口 0 戸 3 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成28年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金
の活用
実績

Ⅵ．施工-2
元請の

新築住宅供給戸数
優良建築物の

着工床面積の実績
長期優
良住宅

ゼロエ
ネ住宅

Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均

○
うち木造長期優良住宅

の実績
うち木造認定低炭素住宅

の実績
うち木造ゼロエネ住宅

の実績

Ｈ28年実績 直近3年平均

○ ○



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

17 Ⅶ - 34 株式会社金沢商行 920-0853

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

石川県金沢市本町1丁目3番36号 076-263-0336

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

◎

◎

◎

◎

◎

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 □ ■ ◎

①-2 使用建材の統一 □ ■ ◎

①-3 標準仕様の設定 □ ■ ◎

②-1 建材・資材調達の共同化 □ ■ ◎

②-2 調達事務の合理化 □ ■ ◎

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 □ ■ ◎

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■ ◎

b.
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■ ◎

②
グループの信頼性向上に
向けた検査ルール □ ■ ◎

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

□ ■ ◎

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■ ◎

◎

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある　 → 内容： 住まい手が木材と触れ合え、親しみを感じられるイベント等を開催する。

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

設計メンバーである株式会社アルファフォーラムを中心として木造軸組工法の規格化を研究し、住宅建設に係る資材コスト・流通コスト・施
工手間の低減を目指すことで、結果として住まい手にコスト的な負担をかけずに石川県産材の長期的な利用を促していく。

ない ある　 → 内容：
木材において、原木供給事業者から製材・集成材製造、流通、プレカットに至る過程にお
いて、産地証明書を以って各社がお互いに産地証明のチェック機能を果たす。

ない ある　 → 内容：
当会共通の積算書により、石川県産材の使用数量、木造住宅建設による炭素固定量を
明記する。

ない ある　 → 内容：

役員会でまとめた情報を施工メンバーに共有するため定期的に勉強会を開催したり、申
請等のサポート業務の窓口となることで、小規模未経験の施工メンバーでも高性能住宅
建設に安心して取り組むことができる。

ない ある　 → 内容：
断熱施工など現場における注意点を施工メンバーがお互いに確認・振り返りのできる勉
強会を実施して、施工基準の統一を図る。

行っていない 行っている→ 内容：

プレカット（事務局）が資材調達を一括して行うことで、情報発信窓口が一本化され、製材・
集成材製造から原木供給までの発注指示が明確になる。

行っていない 行っている→ 内容：
定例の役員会において、施工メンバーへのサポート体制の整備や、省エネ性能・建築コス
トが明確な標準プランの検討を行っている。

行っていない 行っている→ 内容：

2018年度までに、認定低炭素住宅相当の省エネ基準を満たすことを目指すと共に、2020
年度にはBELS表示のゼロエネ相当の省エネ性能を有する住宅を標準化できるよう検討
する。

行っていない 行っている→ 内容：

構造部材の集計・発注等はプレカット（事務局）が一括して担うことで、複数物件の資材を
まとめて調達することができる。

行っていない 行っている→ 内容：

石川県産材を梁・桁材として使用した場合、長さ4ｍ以下、成270ｍｍ以下を基準とするこ
とで、製品種類を減らし製材・集成材製造コスト削減を図る。

行っていない 行っている→ 内容：

フローリング材や羽目板材に石川県産材を使用する場合、製造コスト削減のため定型規
格品にて施工メンバーに提案している。

④ ①～③の背景

当グループの住宅供給対象地域である石川県は、「いしかわ森林林業木材産業ビジョン」等で石川県産材の利用量増大に力を入れてい
る。当グループにおいては“地元の住宅を地元の力で創る”ことを理念に掲げ、豪雪・多雨多湿な石川県独特の気候で育った石川県産の
木材が石川県の住宅づくりに適していると考え、積極的に石川県産材を住宅用資材として使用していくこととした。結果として、石川県の木
材関連産業の発展のみならず、低炭素社会実現に向けた日本・世界の環境保護方針にも少なからず貢献できると考えている。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

低炭素社会への貢献度合を見える化するために、「木×楽×匠×家」における石川県産材の使用量と、炭素固定量を数値化した積算書
を住まい手へ提出・説明することを推奨する。

イ．効率的な住宅生産体制の整備

【平成29年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

北陸地域の豪雪に耐えうる、積雪荷重を考慮した構造設計を実施する。長期優良住宅においては、許容応力度計算を原則必須項目とす
る。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

グループ理念として地産地消を推奨し、ムク材と集成材を適材適所に使用することで、主要構造材（柱、梁・桁、土台）を中心に石川県産材
の利用を推進する。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

地元に根付いて活動してきた施工メンバーそれぞれが培ってきた経験を活かし、かが・のと地域の景観に適した外観・内観を取り入れると
共に、見学会を実施することでメンバー間で情報共有する。

３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） 04-0530-0347
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅）の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成29年度対応方針】

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

かが・のと「伝統×未来」の家を創る会 2013

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

木×楽×匠×家 石川県



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a

① 住宅履歴情報の蓄積

①-1 内容・蓄積の共通ルール □ ■ ○

①-2 情報サービス機関の活用 □ ■ ○

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 □ ■ ○

② メンテナンス基準の整備

②-1 点検の共通ルール □ ■ ○

②-2 補修の共通ルール ■ □

②-3 点検補修実施の確認手法 □ ■ ○

③ 住まいの管理

③-1 住まい管理勉強会の実施 □ ■ ○

③-2 DIY体験会等の実施 □ ■ ◎

③-3 その他の相談会等の実施 □ ■ ◎

④ 維持管理委員会等の設置 □ ■ ◎

⑤ その他の維持管理の手法 ■ □

b
①

グループ構成員の倒産廃業
時のバックアップルール □ ■ ◎

②
過去の瑕疵内容等に学ぶ
勉強会の実施 □ ■ ◎

○

◎、○
記入欄

a
①

未経験工務店等への施工
技術研修会等の開催 □ ■ ◎

②-1
品質管理のための共通
ルール □ ■ ◎

②-2
上記共通ルールが守られ
ていることの確認手法 □ ■ ◎

③-1 需給計画の策定 □ ■ ◎

③-2
技術力向上のための中長
期的な計画 □ ■ ◎

④
③に基づく業種ごとの合
理化の取組 □ ■ ◎

b
①-1

省エネ技術講習会への施
工事業者社員の参加人数 ◎

①-2
省エネ技術講習会への請
負技能者等の参加人数 ◎

②
省エネ技術講習会への参
加促進のための取組 □ ■ ◎

ｃ
① 新たな技術等の導入 □ ■ ◎

② 新たな技術等の開発 □ ■ ◎

※）

7

昨年度までの終了者
数

6 今年度の参加目標人数 10

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

施工メンバーから業務委託される大工さんにも、
講習会への参加を奨励する。

ない ある  →

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある  → 内容： 杉の梁・桁材への強度不安を解消すべく、特別な仕口工法を用いて梁・桁を接合する。

ない ある  → 内容：
オール石川県産材の構造部材による住宅の提案や、断熱材をプレカットしたパネル工法の
提案などを行っていく。

内容： 石川県建築住宅センターからの講習会開催の案内を、事務局を通して全会員に発信する。

ない ある  → 内容： 山側において、部材強度（ヤング係数など）ごとに材を明確に分類し、製品活用の幅を広げる。

全社受講済みとなることを目標とする。
昨年度までの終了者

数
今年度の参加目標人数17

ない ある  → 内容： 年度初めに開催する総会において、今年度の需給予定を全会員に周知している。

ない ある  → 内容：
石川県産杉梁桁材の利用量増大のため、特別な仕口を用いた梁・桁接合により
強度への不安を解消し、利用部位拡大にも努めていく。

ない ある  → 内容：
現場に垂れ幕やのぼり旗で「木×楽×匠×家」を明示することで、
メンバー各々が責任を持った品質管理を行う様に促す。

ない ある  → 内容： 事務局や役員による現地の視察を行う。

エ．グループの技術力の向上

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容：
講義形式の勉強会の開催はもちろんのこと、実際の施工現場における
現場見学会も実施する。

ない ある  → 内容：
定期的に開催する勉強会において、近年話題となった瑕疵の内容や、
大地震の際に倒壊した事例から分かる瑕疵の影響などを学ぶ。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

これまでは各施工メンバーに依存していた各住宅のメンテナンスだが、今後高齢化による廃業や働き手不足による規模縮小や倒産など
施工メンバーを取り巻く環境が厳しくなると予測される中で、事務局が中心となって施工メンバーが輪になり1つの集団となることで、ス
ケールメリットを活かすことができるようになり安心なメンテナンス体制を整えていくことができると考えている。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：
施工メンバーの特別な事態には、事務局と役員会が中心となって
グループ全体で維持管理の引き継ぎや補修相談等に対応する。

ない ある  → 内容：
住まい手が自ら住宅のメンテナンスに取り組めるよう、
維持管理方法を記したガイドブックとメンテナンスチェックシートを作成する。

ない ある  → 内容： 会のメンバー数人にて、「住宅維持管理チーム」を結成する。

ない ある  → 内容：
メンテナンスサポートイベント等を通して、
住まい手が自ら行う維持管理が浸透するようサポートする。

ない ある  → 内容：
夏休みの木工作教室として親子で共に触れ合える木工体験を実施するとともに、
手軽に始められるDIY相談窓口を設置する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 定期点検報告書を事務局に提出してもらうと共に、会のメンバー数人にて現地訪問を実施する。

ない ある  → 内容：
事務局があっせんした情報サービス機関を利用した案件に対しては、
事務局も定期的に履歴情報の確認をする。

ない ある  → 内容： 一定の定期点検年度において定期点検報告を事務局で取りまとめる。

ない ある  → 内容： 特に長期優良住宅において、第三者機関を通した住宅履歴情報の蓄積を推奨する。

ない ある  → 内容：
施工メンバーからの問い合わせや紹介依頼があった際に、事務局を介して
情報サービス機関をあっせんする。

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 04-0530-0347
４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成29年度対応方針】

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

かが・のと「伝統×未来」の家を創る会 2013

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

木×楽×匠×家 石川県



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する

共通

ルール（必須）

◎

②
地域材利用の1棟当

たりの割合（必須）
■ □ □

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b
①-1 地域材在庫把握の仕組 □ ■ ◎

①-2 地域材価格の共有の仕組 □ ■ ◎

②
グループ全体における地
域材の需給予測 □ ■ ◎

c
①-1 畳の活用 ■ □

①-2 和瓦の活用 ■ □

①-3 襖の活用 ■ □

①-4 障子の活用 ■ □

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 □ ■ ◎

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 □ ■ ◎

d
①

地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 □ ■ ○

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 □ ■ ○

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 □ ■ ○

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 □ ■ ○

◎

◎、○
記入欄

○

○

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

上記同様、微力ではあるができることを可能な限り取り組んでいきたいと考えている。

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

使用している

主要構造材

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

地元密着の強みを活かし、地元の住宅を地元の力で創ることを理念に掲げる。

カ．その他

【平成29年度対応方針】

東日本大震災の復興に資する取組

全国規模で活躍している株式会社アルファフォーラムから情報を収集し、石川県からできる取り組みを教示してもらいながら石川県産材を
活用した取り組みを検討する。

行っていない 行っている→ 内容：
かが・のとのそれぞれの地域における街並みの特性を、各施工メンバーが分析しそれに
適した外観とすることを目指す。

行っていない 行っている→ 内容：
和とは何かに囚われず、グループの名称でもある「伝統」と「未来」のハイブリッドされた
住宅をコンセプトとした、特徴ある住宅創りを目指す。

行っていない 行っている→ 内容：
石川県は伝統的な町並みや自然美が多く残る地域であり、その魅力を現代の機能性に
富んだ住宅に活かしていくことで、「伝統」と「未来」の融合した住宅を創りだす。

行っていない 行っている→ 内容：
女性就業率の高い石川県において、働く女性が快適に暮らすことができる家の実現を目
標とする。

行っていない 行っている→ 内容：
伝統工芸に造詣の深い石川県の育んできた文化を、現代住宅に取り入れられるよう
研究し講習会等で発表する。

行っていない 行っている→ 内容： 各施工メンバーが培ってきた、かが・のと地域の雰囲気を感じるデザインを取り入れる。

行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない

ない ある  → 内容： 事務局が一括受注・発注することで、価格の共有を図る。

行っていない 行っている→ 内容： 前年度の実績と今年度の見込み戸数を集計し、年次総会にて発表する。

◎

板材 壁板、床板等： 使用していない

ない ある  → 内容： 原木供給、製材・集成材製造、プレカットが連携して情報共有する。

標準的な地域材の使

用部位 （必須）

土台： 使用していない

柱： 使用していない

間柱、根太、垂木等： 使用していない

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない

主要構造材（柱、梁・桁、土台）の60％以上に石川県産材を使用する。間柱は100％石川県産材を使用する。

50％未満 50％以上 80％以上

梁・桁等の横架材等： 使用していない

羽柄材
③

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成29年度対応方針】

04-0530-0347

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

かが・のと「伝統×未来」の家を創る会 2013

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

木×楽×匠×家 石川県

原
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業
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明



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

【共通】
・主要構造材（柱、梁・桁、土台）の60％以上に石川県産材を使用する。
・間柱は100％、それ以外でも積極的に石川県産材を使用する。
・石川県各地域の積雪荷重を十分に考慮した構造設計を行う。
・グループ共通の積算書により、石川県産材使用量と炭素固定量（環境貢献度合）を明記する。
・定期点検のみならず、住まい手が自ら住宅のメンテナンスに取り組めるチェックシートを提出する。

【認定低炭素住宅】
石川県は全国的に見ても一戸建ての低炭素住宅の認定が非常に多い地域であり、住まい手の省エネ性能、環境保護に対する意識が非常に高い地域であると考えられる。住まい手の
ニーズに応えるためにも、グループ内施工メンバーのレベルアップのため継続的に勉強会を開催し、施工メンバーの省エネ性能に対する意識の向上に努めてきた。しかし2020年度の
省エネ基準義務化の内容が明確でない事からか、メンバー間における省エネ性能向上に対する意識に少しずつ差が生まれてきているように感じている。
今後グループとして「木×楽×匠×家」の標準仕様として低炭素住宅相当以上の省エネ性能を有した住宅創りを目指していく中で、施工メンバーの危機感を煽りながら未経験メンバー
の数を減らすための勉強会や、実際の省エネ住宅の施工現場を見ることで関心を高めてもらうための現場見学会を実施していく。ただ、地域性からか断熱材の仕様は高い施工メン
バーが多いので、外皮性能との関連性や一次エネルギー消費量の計算等を考慮に入れた意匠設計とはどういったものかを、グループとして研究していく必要があると考えている。
また、実際に低炭素住宅の認定取得において、申請業務や計算作業が独自でできるようになるまで事務局が窓口となってサポートしていく体制を継続していくと共に今年度以降は
BELSの表示取得についても、長期的な住宅の価値を高める要素として推奨していく。さらに、認定取得に係る期間的な問題、仕様変更による再計算の問題などの認知を高めることで、
メンバーが時間に余裕を持って取り組めるように促していく。
当会の特徴としての石川県産材の活用が、認定低炭素住宅の環境性能を更に高めていることをブランド力として施工メンバーの営業活動に活かしてもらい、「地元の住宅を地元の力
で」を合言葉に、グループとしてのスケールメリットを活かしながら省エネ住宅の普及に取り組んでいく。

【性能向上計画認定住宅】
取り組む内容としては上記認定低炭素住宅と同様であるが、性能向上計画認定の認知度が低く、理解できていないメンバーが多いのが現状である。個別相談による回答によって徐々
に認知は広がっているが、今後認定低炭素住宅同様に「木×楽×匠×家」の標準的な仕様として普及していくように取り組んでいく。

【ゼロ・エネルギー住宅】
大手ハウスメーカーが2020年以降の標準的な新築住宅をゼロ・エネルギー住宅とするべく動いている中で、地方の中小工務店は対応しきれずにいるのが現状である。
住まい手への提案や施工に関する課題はもちろんのこと、ゼロ・エネルギー住宅の価値と「木×楽×匠×家」の価値を融合させ、大手ハウスメーカーには無い当グループとして魅力あ
るブランド住宅を創るよう、メンバー全員が一丸となって取り組んでいく。その中で、2020年度を目途にまずは省エネ性能をゼロ・エネルギー住宅相当にあげることを目標とする。
また、申請業務に付随する計算作業は、施工メンバーの負担を軽減するべく、グループ内設計メンバーの協力の元特別価格にてサポートしていく。将来的には独自で計算・申請ができ
るようになることが目標であり、そのために必要な知識などは各方面の講習会や研修に参加し、グループ内で共有しレベルアップを図っていく。

04-0530-0347

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

かが・のと「伝統×未来」の家を創る会 2013

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

木×楽×匠×家 石川県


